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  令和 ２ 年 ７ 月 １ 日 

 

小田原市長 守 屋 輝 彦       

 

小田原市条例第３６号 

   小田原市学校給食費等に関する条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、学校給食法（昭和２９年法律第１６０号）第４条の規定に基づき

市が実施する学校給食に係る学校給食費（同法第１１条第２項に規定する学校給食費

をいう。以下同じ。）の徴収等に関し必要な事項を定めるものとする。 

（学校給食の実施） 

第２条 市は、小田原市立学校条例（昭和３９年小田原市条例第１３号）別表第１に掲

げる小学校（以下「市立小学校」という。）及び同条例別表第２に掲げる中学校（以

下「市立中学校」という。）において学校給食を実施する。 

（学校給食費の徴収） 

第３条 市長は、学校給食を受ける児童及び生徒の保護者等（学校教育法（昭和２２年

法律第２６号）第１６条に規定する保護者及び現に児童又は生徒を監護する者をいう。

以下同じ。）から学校給食費を徴収する。 

（学校給食費の額） 

第４条 児童及び生徒の保護者等が負担する学校給食費の月額は、給食１食当たりの費

用、給食を実施する日数等を基礎として、規則で定める額とする。 

２ 市長は、前項の規定により学校給食費の月額を定めるに当たっては、小田原市学校

給食費検討委員会の意見を聴かなければならない。 

（学校給食費の納付） 

第５条 学校給食費は、規則で定める日までに納付しなければならない。 

（学校給食費の減免） 

第６条 市長は、特別の理由があると認めるときは、学校給食費を減額し、又は免除す

ることができる。 



 

 

 （市立幼稚園における給食に係る給食費） 

第７条 第３条から前条までの規定は、小田原市立前羽幼稚園及び小田原市立下中幼稚

園において実施する給食に係る給食費について準用する。 

 （小田原市学校給食費検討委員会） 

第８条 学校給食費（前条の給食費を含む。）に関する事項につき、市長の諮問に応じ

て調査審議し、その結果を報告し、及び必要と認める事項について意見を具申するた

め、小田原市学校給食費検討委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会は、委員１０人以内をもって組織する。 

３ 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

 (1) 学識経験者 

(2) 児童及び生徒の保護者等を代表する者 

(3) 市立小学校及び市立中学校の校長 

(4) 小田原市立前羽幼稚園又は小田原市立下中幼稚園の園長 

(5) 栄養士 

(6) 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

４ 委員の任期は、委嘱又は任命の日の属する年度の末日までとする。 

５ 委員は、再任されることができる。 

６ 前各項に定めるもののほか、委員会の組織、所掌事務及び運営に関し必要な事項は、

規則で定める。 

 （委任） 

第９条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。ただし、第８条、次項及び附則第３

項の規定は、公布の日から施行する。 

 （準備行為） 

２ 学校給食費（第７条の給食費を含む。）の月額を定めるために必要な行為は、この

条例の施行前においても行うことができる。 

 （小田原市非常勤の特別職職員の報酬等に関する条例の一部改正） 

３ 小田原市非常勤の特別職職員の報酬等に関する条例（昭和４４年小田原市条例第 



 

 

５４号）の一部を次のように改正する。 

 別表第３小田原市放課後児童クラブ運営事業者選定委員会の項の次に次のように加

える。 

 委員長 １０，８００円 

小田原市学校給食費検討委員会 副委員長 １０，３００円 

 委員 ３，０００円 

 


